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 発行：特定非営利活動法人日本環境保全ボランティアネットワーク（略称：ＪＣＶＮ） 

 

報告＿＿ 台湾で出版：よみがえれ里山・里地・里海  ｐ1 

 台風19号災害と栃木県での復旧、復興支援活動 他 ｐ２ 

連載＿＿  ボランティアリーダーについて思うこと  ｐ6 

 ソーシャルコレクティヴチーム 他   ｐ7 

           
 

会員活動報告

 
■台湾で出版：よみがえれ里山・里地・里海 
朝廣和夫 （九州大学芸術工学研究院環境デザイン部門、JCVN理事長） 

 

2010年、故重松敏則先生（九州大学名誉教授）、

および関係者により執筆、築地書館より出版され

た「よみがえれ里山・里地・里海 里山・里地の

変化と保全活動」が、この度、台湾の国立雲林科

技大学の黄世輝先生、実践大学の李宜欣先生等に

よる翻訳作業を経て、2020年1月に出版されまし

た。台湾も、水害、地震が多く、中山間地の里山

づくりや地域振興が課題となっており、今後、連

携が、さらに深まればと思います。まずは、台湾

の朋友、皆様方に心より、御礼申し上げます。 

私が、最初に台湾を訪れたのは、2011年10月22

～23日、美濃国家自然公園シンポジウムでした。

高雄から40分程度、東に車で走ると里山の裾野に

広がる客家民族が主に暮らす地域があります。か

つて、ダム計画を市民運動で初めてストップさせ

た地域だそうです。この年、近年の水害で再びダ

ム計画が動き出したことを受け、里山をテーマと

した国立公園設置を考える会でした。李先生方と

の出会いのきっかけとなりました。重松先生は逝

去される約２年前、2014年に台湾を訪問されてい

ます。多くの方々の力により翻訳作業を完遂いた

だき、先生も喜ばれていることでしょう。 

開学文化より320元で購入できます。台湾を訪

問されたら、ぜひ、ご購入下さい。ネットでは、

下記より購入することができます. 

https://www.books.com.tw/products/0010843976?s

loc=main。  
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■ 台風 19 号災害と栃木県での復旧、復興支援活動 
塚本 竜也（JCVN理事／NPO法人トチギ環境未来基地 代表理事） 

 

2019年 10月 12日に発生した台風 19号により、

栃木県内でも大きな被害が出ました。宇都宮市、

栃木市、佐野市、足利市、鹿沼市、那須烏山市な

ど栃木県内の主要な市町で被害が広がり、県内全

体では死者４名、床上・床下浸水約 13,600 件、

と甚大な被害が出てしまいました。広域での災害

であったため、支援活動も初期は混乱し、分散し

ました。 

私たちトチギ環境未来基地では、宇都宮市と那

須烏山市を支援活動先として定め、ボランティア

の皆さんとともに様々な活動を行ってきました。 

 

■10 月 12 日発災～11 月末の活動 

発災直後から活動を開始しました。まずは宇

都宮市での災害ボランティアセンターの運営の

補助や、ボランティア活動に取り組みました。ち

ょうどTochigi Conservation Corps2019秋の活動期

間中であったので、私たちの活動拠点に滞在して

いた若者が４名いましたので、平日も含めほぼ毎

日活動を行いました。家屋の片づけや泥出しだけ

でなく、暮らしの復興に必要な活動を並行して展

開していけるように、NPO チームによる「うつ

のみや暮らし復興支援センター」の設置と運営に

も尽力しました。うつのみや暮らし復興支援セン

ターでは、宇都宮市中心部を流れ今回の宇都宮で

の水害を引き起こした田川のクリーンアップ大

作戦や、自宅で避難生活をされている方々のため

の炊き出しも行いました。 

■11 月末から 2 月の活動 

宇都宮市内での活動が比較的落ち着いてきた

11 月末からは、那須烏山市での活動に主軸を置

きました。那須烏山市は人口 25,000 人程度の小

さな市で美しい田園地帯です。那珂川、荒川、江

川という大きな川が３つあり、そのいずれもが氾

濫をし、市内の主に４地区で大きな被害が出まし

た。 

宇都宮市での活動とは違い、昔ながらの農家が

多く、納屋や田畑も大きな被害が出ましたが、若

い人も少ないのでなかなか復旧作業が進んでい

ない状況でした。こちらでも地元 NPO 等７団体

及び社会福祉協議会とチームをつくり「なすから

暮らし復興支援センター」を設置し活動を展開し

ました。 

高齢者のみの世帯も多く、ボランティアのみな

さんと庭の泥出し、納屋の片づけ、お年寄りの生

きがいの菜園の再生などに取り組みました。「ボ

ランティアさんきてくれたからもう一度がんば

ろうと思えたよ」ってお話しされたおばあちゃん

もいました。 

なすから暮らし復興支援センターではこれま

で、32 日間、410 名のボランティアと活動を行う

ことができました。こうして継続的に活動をする

ことができたのも、ボランティアとして参加して

くださったたくさんのみなさん、そして活動を寄

付で支えてくださったみなさんのおかげです。感

謝でいっぱいです。 

3 月からはさらに活動領域を広げ、事業所や田

畑の復旧にも取り組んでいく予定です。写真のよ

うに 2 月中旬時点でもまだそのままになってい

る建物や農地もあります。こうしたところにもボ

ランティアの皆さんと復旧に取り組んでいき、那

須烏山市が今回の災害で衰退していくことを少

しでも防いでいけたらと考えています。 

※ご寄付による支援、よろしくお願いいたします 

寄付先口座：ゆうちょ銀行 〇七八（ゼロナナ

ハチ）支店 普通口座 ﾄｸﾋ）ﾄﾁｷﾞｶﾝｷｮｳﾐﾗｲｷﾁ
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■活動を継続していくための組織基盤強化 
小森 耕太 （JCVN副理事長、NPO法人山村塾理事長） 

 

2018、2019 年の 2 か年に渡り、Panasonic NPO

サポートファンドの助成（200 万円×2 年）をい

ただき、「農家が主体となった都市農山村連携事

業を継続するための組織基盤強化」に取り組みま

した。この助成プログラムで面白いのは、森林整

備事業や環境学習といった「活動助成」ではなく、

人材育成、広報強化、組織マネジメント強化とい

った、「管理部門」を支援するという視点です。

しかも、助成金を有給職員の人件費に充てること

ができますので、目先の事業に追われず、じっく

りと腰を据えて、課題と向き合うことができます。

また、組織基盤強化に取り組むにあたって、「第

三者（外部協力者）の力を借りて行う」ことが必

須条件です。山村塾では、認定 NPO 法人アカツ

キのコンサルティング支援を受けました。 

助成プログラム応募当時、山村塾には 3 つの課

題がありました。①2012 年九州北部豪雨災害の

復興に携わる中で、事業数や連携先が増え、活動

規模が急速に大きくなった。②1994 年団体設立

時から活動の中心を担ってきた農家 2 軒に頼る

部分が多く、次世代や地域への広がりが出来てい

ない。③任意団体から NPO 法人になる過程で、

事務局会議・運営会議・理事会の 3 つの会議が生

まれ、会議参加対象者や役割が不明瞭になってい

る。というものです。 

組織基盤強化に取り組む中で印象的だったこ

とは、「設定していた課題が途中で変わった」こ

とです。当初は農家 2 軒の後を受け継ぐ新しい農

家を開拓し、数を増やすことで、多くの人達を受

入れる体制をつくることを目指そうとしました。

しかし、アンケートやヒアリング調査などの組織

診断によって、まずは会員と運営メンバーの関係

性を改善すべきと考えが変わりました。これまで

は、「活動会員さんはみんな仲間だから、可能な

範囲で寄付や運営の協力をお願いする（してくれ

る）。お願いに協力してもらう仲間なので、行事

参加費は安く抑えなければ申し訳ない。」となっ

ていました。しかし、会員アンケートから、「気

軽に参加したい層（お客さん）」と「活動を応援

したい層（仲間）」の二つの属性があることが見

えてきて、これまでのアプローチは双方とも居心

地の悪いものだったかもしれないと考えました。

そうして、まず、「気軽に参加したい人は、対価

を支払って体験プログラムに参加する。」、数年参

加する中で、「活動をもっと応援したいと考える

ようになった人が、手伝いやすい運営サポートの

仕組みをつくる。」ことを目指すことになりまし

た。明確に「お客さん」と「仲間」を区分するわ

けではなく、どちらの気持ちを持った人も気兼ね

なく、楽しめるようにはどうするべきか、役職員

一体となって、時間をかけて議論を行いました。 

もう一つは、web リニューアルの検討を行う中

で、事業区分や会費設定の矛盾や分かりづらさに

気づくことができ、年次報告書の作成や会費の見

直しのヒントを得ることができた点です。Web

検討ワークショップは、合同会社 CGFM（Web

企画・デザイン）に進行役として入っていただき、

「自然や健康に少し関心がある子育て中のお母

さん」をペルソナ（重要な人物モデル）に設定し、

ホームページに入り込んだ時、どのような経路で

伝えたい（知りたい）情報にたどり着くのか、ロ

ールプレイをしながら探りました。利用する人の

目線になって、広報物や事業の仕組みを眺めるこ

とで、今まで気づけなかったことに多く気づかさ

れて、とても驚きました。 

1994 年の団体設立当時は、代表や事務局とい

うポジションもなく、集まった人の中で自然と役

割が生まれ、徐々に運営ノウハウが蓄積されてき

ました。長年、積み重ねてきた思いや仕組みは「財

産」ではありますが、時にはそれが「重し」とな

って、誰かやどこかに負担を強いていたかもしれ

ません。今回の組織基盤強化では、外部の視点を

入れることで、これまで積み重なってきた思いや

仕組みを見直し、重たい課題にも向き合い議論を

重ねていく過程を経験することができました。時

には息苦しく思うこと、我慢を強いられることも

ありましたが、辛抱強く役職員や会員の方々と話

を行い、組織の体力が向上してきたことを実感し

ています。NPO・ボランティア団体が「管理部門」

にお金と時間を投じるには限りはありますが、よ

り良い活動を続けていくためにも皆さんの活動

組織でもぜひご検討いただければと思います。 

（参考） 

・Panasonic NPO サポートファンド 

https://www.panasonic.com/jp/corporate/sustainabilit

y/citizenship/pnsf/npo_summary/history.html 

・山村塾ホームページ（リニューアルしました！） 

https://sansonjuku.com/ 
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■まちの緑地でいろいろやってみる「まちなか里山事業」 
 志賀 壮史（JCVN理事、NPO法人グリーンシティ福岡理事） 

 

先月は小雨が降る中、10 人ほどが集まって枯

れ枝を集めて火を起こし、ソーセージを焼いてパ

ンを炙ってホットドッグを食べました。コーヒー

も淹れて、ちょっと濡れたけど楽しかったなあ！ 

もともと森の手入れの予定だったのですが、雨

のため作業は中止。かわりに雨よけを張って林内

の枯れ枝を使って焚き火を楽しんだのでした。森

がちょっぴりキレイになりました。 

これは NPO 法人グリーンシティ福岡と福岡市

植物園及びみどり運営課が共働して行う「まちな

か里山事業」で行なった活動です。まちなかの森

をフィールドに、森の手入れの活動や自然観察会、

間伐材を使ったクラフトや焚き火などを楽しん

でいます（焚き火は管理者の許可や消防への届け

出を行なって実施しています）。 

 

福岡市はまちなか（市街化区域の中）にたくさ

んの森が残されています。特別緑地保全地区に指

定されている場所だけでも約 70 箇所。1 ヘクタ

ールに満たない小さな森から 16 ヘクタール強の

鴻巣山特別緑地保全地区まで大小様々あります。

歩いて行ける身近な森があるというのは福岡市

の大きな魅力の一つです。 

それらの森は基本的にあまり手入れされてお

らず、安全や通行上の問題があれば剪定や伐採が

行われるといった状況です。 

下のイラストで言えば左側のイメージ。スダジ

イやタブノキ、クスノキといった常緑広葉樹がこ

んもりと生い茂り、林内は薄暗くなっています。

モウソウチクなど竹林が拡大しつつあったり、人

の目が行き届かないのでゴミが不法投棄されて

いることもあります。常緑広葉樹が茂ることで落

葉樹や競争に負けた常緑樹が枯れて倒木や落ち

枝が発生していますし、落ち葉や表土が流れ出て

近所迷惑になっている場合もあります。 

 

そんな森で、近所の方と一緒に落ち枝を片付け

たり、小さな木を伐ったり、枝でスプーンを作っ

たり、ピザを焼いたりしています。 

森の手入れの活動が広まることで、イラストの

右側のように倒木や枯れ枝の心配が減り、より多

くの人が森を楽しむようになるといいなあと思

っています。木々を間引くことで落葉樹の季節感

ある明るい風景が生まれたり、竹林ではタケノコ

掘りをしたり。ただ全体を手入れするというより

は、野鳥や昆虫の住処を考えながら茂みや常緑樹

も残すのがよいです。この辺のバランスやデザイ

ンは近隣の方と話しながら、ですね。 

個人的には、子どもたちが歩いて行ける距離に

安心して遊べる森があることが大事と思ってい

ます。 

福岡市内の２箇所で活動しています。ご興味あ

る方はそれぞれの Facebook ページをぜひ！ 

 

 

 

 

 

 

植物園里山ボランティア   平和南の森づくり 
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■農業ボランティア コーディネーター養成研修会 
朝廣和夫 （九州大学芸術工学研究院環境デザイン部門、JCVN理事長） 

 

■災害時、JA に農ボラセン設置 

 

2019 年度、福岡県農林水産部農山漁村振興課

は JA 福岡中央会に「災害時における農業ボラ

ンティア活動をコーディネートするための体

制整備について」委託事業を行い、JA 福岡中

央会から私に「農業ボランティア活動のさい配

マニュアル作成について」の委託をいただきま

した。本日は、この人材育成活動についてのご

紹介です。 

この事業は、おそらく全国に、まだ事例のな

い先駆的な取り組みです。福岡県は、今後、災

害が生じた際、福岡県内にある 22 の JA で、農

地・農業用施設の早期復旧、農家の生活、健康

を支えるために農業ボランティアセンターを

設置し、支援体制を整えることを目指していま

す。2019 年度は、マニュアルの作成、講座の実

施（２回）、そして、「車両系建設機械（小型バ

ックホー）運転技能講習」の受講料の助成を実

施しています。 

 

■研修会の趣旨 

 

研修会の趣旨は、下記のように紹介されてい

ます。「大雨や台風等で甚大な災害が発生した

場合、地域の社会福祉協議会が派遣する災害ボ

ランティアの活動については、農地などの復旧

は営利目的とみなされ活動の対象外となって

いることや、罹災認定を受け補助事業による農

地復旧を行おうとする場合でも、相当な時間を

要することがあり、早急な復旧を求める農家に

とっては、自力による復旧が必要となります。 

国の災害復旧の対象とならない農地や水路

の土砂の撤去については、農家の被災状況や圃

場、ハウス等の位置など地域農業に熟知したＪ

Ａ職員が中心となって、農地の復旧作業に当た

ることを求められることが想定されます。」 

東日本大震災以降、特に九州北部では、豪雨、

地震において、様々な個人、地域、団体が体制

を工夫し、農業、農家へのボランティア支援を

行ってきました。本誌でも紹介した平成 29 年 7

月九州北部豪雨では JA 筑前あさくらが朝倉市

と連携し農業ボランティアセンターを設置し、

主に柿農家の土砂に埋まった果樹園の土砂出

し作業を展開しました。近年では、平成 30 年 7

月豪雨で、愛媛県宇和島市吉田町で JA えひめ

南みかんボランティアセンター 、令和元年台

風第 19 号で、信州農業再生復興ボランティア

プロジェクト実行委員会が長野市りんごボラ

ンティアプロジェクトを実施しています。農業、

農家を熟知し組織力のある JA を、農ボラセン

の主体として考えることは１つの方策として

有用であり、今後も全国に展開していくものと

期待されます。 

 

■コーディネイターの役割 

 

県内各ＪＡに農業ボランティア（農地復旧）

活動をコーディネートする人材（コーディネー

ター）像は、下記のように設定されています。 

・農家へのニーズ調査（被災状況確認、聞き取
り調査、復旧計画の作成） 

・ボランティアの募集（情報発信、情報システ
ムの有効活用） 

・ボランティアセンターの運営（現場確認、人
数の振り分け、資機材振り分け搬入、受付、
オリエンテーション、移動（乗合調整）、保
険手続き、記録 等） 

・関係機関との連携（行政（県、市町村）、Ｎ
ＰＯ法人、生協、一般企業、高校、大学等、
全国ネットワークの利用） 

※災害が広域になった場合には、ＪＡの地域を
超えて活動する場合もある。（近隣ＪＡから
の派遣要請も想定される） 

対象者については、ＪＡに３名（リーダー１

名、サブリーダー２名）以上、職員の担当部署

は、総務企画部門、営農企画部門を中心としＪ

Ａ全体での協力体制（部門間連携）を要請でき

る部署が望ましいとしています。 

 

■講座の実施 

講座は、各地の JA 職員約 50 名を対象に、2019

年 12 月 18 日の午後、2020 年 2 月 10 日は１日
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実施しました。第 1 回は、主に、県より農地復

旧災害事業について、ＪＡ筑前あさくらより九

州北部豪雨の対応について、そして、本 JCVN

理事であるＮＰＯ法人山村塾の小森氏より、事

例紹介を行いました。第 2 回目は、私と、朝倉

の農ボラセンで JVOAD からの派遣として活動

された川崎氏とマニュアルの説明、安全管理講

座を行いました。  

 

■Coming soon 

2020 年 3 月末、右の、「災害後の農地復旧の

ための共助支援の手引き 2020 年 3 月版」を公

開予定です。次の会報でご紹介します。 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

連 載

 
■ボランティアリーダーについて思うこと 
ワーク以外の時間も大事 
黄柏瑋（NPO法人山村塾） 

 

山村塾の国際ワークキャンプ事業は 1997 年

から、毎年定例開催しています。メンバーたち

は実際に里山で暮らし、環境保全活動を行い、

部外者に巻き込みながら実践しています。今な

らではの里山を議論し、環境保全に資する人材

が育くまれることを目指したいと思います。本

文は参加者のワークキャンプ期間中の成長に

ついて課題を共有します。 

「山村塾のボランティアワークはハード」と

いうコメントをよくいただきます。慣れていな

い参加者にとっては、指示の通り、体を動かす

だけで精いっぱいかもしれません。一方で、自

分の動きを常に考え、時々、振り返りを行わな

いと、ただの肉体労働になってしまうと思いま

す。そのため、開催オリエンテーション、食事

の場での一日のまとめ、中間総括、振り返りな

どを大事に企画しています。振り返りの時間で

は自分自身、ワークキャンプの参加者同士、主

催者間でのコミュニケーションをとることが

できますし、自己自身の変化も把握できるよう

になります。 

さらに、山村塾では様々な作業の技術を勉強

します。終了後に地元に帰り、地域や環境のた

めにプログラムを立ちあげ、グループを組み、

目標に向かって進むことは、より一層、大切な

ことだと思います。それができるように、チー

ムで自主的に計画を立てて行うような、地域の

集落や山村塾のためのスペシャルワークがあ

ります。このような取組を心がけて進めてはお

りますが、各々の事情で、成果がよく見えてこ

ないのが実際です。主催者として、参加者への

活動趣旨の説明、計画検討の相談、そして、実

行のサポートなどに力を入れていくことが、今

後の課題だと考えています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

オリエンテーションでモチベーションの共有 
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■キーワード：ソーシャルコレクティヴチーム（社会的協働組合） 
平 由以子（JCVN 理事／NPO 法人 循環生活研究所/ ローカルフードサイクリング 代表）

 

日本でも少子高齢化を背景として、持続可能

な地域づくりは大きな課題です。わたしたち循

環生活研究所が資源循環に取り組んでいる美

和台地区は福岡市で最も高齢者が居住し、以前

にも紹介した環境と福祉の同時可決を目指す

「見守りコンポスト」を実施している地区です。

住民間で課題が明確であり、自分たちで地域包

括ケアのしくみを確立しようという先駆的な

地域でもあります。そこには、キーパーソンと

なる人物が存在し、次世代を担う人材の担保に

熱心に取り組んでおり、中長期的に小さな経済

を回す仕組みを中心に組み立てることが盛ん

に話し合われ、便利屋を起業し、包括的に巻き

込もうと動いています。自走する地域のために

は、まだ課題も多く模索をしていますが、私自

身は「社会的協働組合」を参考に提案していき

たいと考えています。まだ日本にない公益を担

う協働組合制度であり、ヨーロッパから発信さ

れている先進的な仕組みです。協働組合が付加

する価値の受益者を、コミュニティ全体に拡大

し、社会的に不利な立場にある人々を包括する

など活動をサポートしながら地域を自足させ

る組織です。 

一般的な協働組合は生協、農協、生産、労働、

金融などで 1840 年代から稼動し、日本にも

1900 年代に入ってきました。その後イタリア独

自で非営利組織の社会的協働組合が誕生し

1991 年に制度化しています。「人間発達および

市民の社会統合によって、コミュニティの一般

利益を追求する目的をもった協働組合」と定義

されています。 

イタリアではさまざまな地域で、高齢者介護

や福祉、そして、社会的に排除された人たちへ

の社会サービス提供の担い手となっています。

地域の実情を見据え、なすべきことを見出し、

住民とともに時間をかけながら事業を推進し

ていくためには、運営主体が健康であること

（多様で機能が高く持続可能であること）は必

要不可欠であり、社会的協働組合は、SDGs を

はじめとした環境、福祉での効果・成果（コレ

クティヴインパクト）を出していける可能性を

秘めていると考えています。 

 
■事故事例コラム（４） 
 志賀 壮史（JCVN 理事、NPO 法人グリーンシティ福岡理事） 

 

 安全管理意識を高めるために、活動に関連する

「事故事例」を収集することをお勧めしています。

NPO 法人グリーンシティ福岡で 2019 年 7～11 月

に収集した事故事例をご紹介します。 

   *   *   *   *   * 

7/20 車が折れたマツと衝突、11 歳男児死亡 

（佐賀新聞 LIVE 2019 年 7 月 21 日 22 時 21 分） 

唐津市の虹の松原で折れたマツと軽乗用車が衝

突。助手席に同乗していた男児が死亡。 

7/26 マダニにかまれ日本紅斑熱、女性死亡 

（RKB ニュース 2019 年 8 月 1 日 19 時 28 分） 

北九州市の 70 代女性が亡くなった後の血液検査

で，マダニによる日本紅斑熱と確認された。 

10/31 セアカゴケグモか、中学生が指に痛み 

（西日本新聞 2019 年 11 月 2 日） 

福岡市の中学校で男子生徒がセアカゴケグモに

かまれた可能性があると発表。生徒は軽症。 

11/11 保育園児らの列に車突っ込む 

（朝日新聞デジタル 2019 年 11 月 11 日 12 時 55

分） 

八王子市で保育園児の列に 60 代男性が運転の軽

トラが突っ込む。いずれも命に別状はなし。 

   *   *   *   *   * 

 一つ目の虹の松原の事故。幹周り約 3 メートル

というマツの大木が高さ約 6 メートルから折れ

て発生したもの。当初の報道でも「太いマツがあ

んなふうに折れているのは見たことがない」とい

う地元の声が掲載されていました。街路樹や樹林

の状態は注視しておきたいと思います。 

 二つ目の日本紅斑熱は福岡県内の死亡例では

初となりました。特にご高齢の方はマダニに咬ま

れないための備えが重要です。 

 セアカゴケグモは福岡市内各地で卵のうとと

もに発見されるようになりました。遊具の下，プ

ランターやバケツの縁などに注意です。 最後の

交通事故は，配送中の軽トラックです。車内で下

に落とした伝票に気を取られての事故。車内の整

理整頓も安全管理のうちと言えそうです。
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お知らせ 

イベント・ボランティア情報 
 

●第12総会のご案内 
会員の皆様へ 

時下ますますご清栄のこととお喜び申し上げ

ます。日頃から当法人の運営にご理解、ご協力を

いただきありがとうございます。 

さて、特定非営利活動法人日本環境保全ボラン

ティアネットワーク第11回総会を下記のとおり

開催いたします。ご多忙の時期とは存じますが、

是非ご出席賜りますようお願い申し上げます。 

記 

日時：2020年5月28日（木） 

17：00～18：00 

場所：九州大学大橋キャンパス2号館４F 

   （福岡市南区塩原4-9-1） 

以上 

 
●新型コロナウイルスへの対応 
 新型コロナウイルスの感染拡大が全国的な問

題となっています。今後、状況とそれに応じた対

応は刻々と変化していくと考えられますが、活動

の中止・決行の判断などは、国の方針を踏まえ冷

静にご判断ください。 

「新型コロナウイルス感染症の対応について」 

http://www.cas.go.jp/jp/influenza/novel_coronavirus.html 

   

 令和2年2月下旬の時点では、屋外で比較的少人

数で行う里山保全活動は中止要請されておらず、

NPO法人グリーンシティ福岡でも「しかボラ」を

決行しました（2月22日／九州電力福岡支社との

共催）。  

 志賀島で不法投棄ごみの回収や樹木の伐採を

行いましたが、感染リスクが高いと考えられるお

茶コーナーでは、 

 

 ○おやつは全て個包装のものにする。 

 ○お茶は、手を消毒して手袋を着用したスタッ

フが全員分をサーブする。 

という対応を行いました。それぞれの現場で感染

拡大の防止に取り組んでいきましょう。 

 

●JCVNの仲間を広く募集しています！ 
あなたの支援が、「いつでも」「どこでも」「だ

れでも」できる環境保全活動をめざした団体のネ

ットワークづくりの力になります。入会申込書を

ご送付いたしますので、事務局までお問い合わせ

ください。 

JCVN理事をはじめ、環境保全活動の専門家

のノウハウが詰まった会報が、年に3回お手元に

届きます！また、メーリングリストでもJCVN

が開催・協力するイベント情報等を随時ご案内

いたします。 

活動への寄付も受け付けています。環境保全団

体のネットワークづくり、リーダー育成支援のた

め、皆さまのご協力をお待ちしています！ 

 ・個人正会員（¥10,000／年） 

・個人賛助会員（¥5,000／一口以上） 

・団体正会員（¥20,000／年） 

・団体賛助会員（¥10,000／一口以上） 

［会費・寄付振込口座］ 

番号：０１７６０－９－１２２４０７ 

名称：日本環境保全ボランティアネットワーク 

 

 
CONSERVATION VOLUNTEERS ２１ 

■発行日：２０２０年３月２６日 

■発行頻度：年3回 

■発行：特定非営利活動法人日本環境保全ボランティ

アネットワーク（略称：ＪＣＶＮ） 

■事務局：〒810-0022福岡市中央区薬院4-5-2-202 

      tel/fax: 092-215-3966 

      e-mail: jcvn@greencity-f.org 


